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　合理的な経営戦略（以下、戦略）や利益計画（以
下、計画）を有し、優れたマネジメントがなされたと
しても、経営者のリーダーシップが十分に発揮されな
ければ、中小企業再生の実現性はきわめて乏しい。ま
た、経営者のホンネや戦略、計画などと整合性のある
経営理念が存在しなければ、再生に求められる経営者
のリーダーシップが十分に発揮されているとはいい難
い。つまり、経営理念は、組織文化の形成・維持や変
革に携わるリーダーシップに不可欠の要素とする指摘
があるように１、中小企業が本格かつ持続型の再生を
果たすためには、借り物ではない本物の経営理念２に
支えられた経営者の真のリーダーシップが存分に発揮
される必要がある。
　しかし、経営理念は、戦略や計画に比べ、象徴的な
飾り物とされている場合が多く、実際の経営の現場で
は財務的な数値計画ばかりが議論され、経営理念につ
いては無視されてしまう傾向にある。それゆえ、経営
不振の中小企業の多くには、そもそも経営者のホンネ
や計画、戦略と整合性のある明確な本物の経営理念が
存在しない。また、当該経営理念を早期に形成する方
法に関する議論が十分になされているとはいい難い。
　そこで、本講座では、多くの既存研究で提唱されて
いる「理念→戦略→計画」型とは異なり、危機的状況
にある経営不振の中小企業においては、当該企業経営
者の動機付けの観点から、まずは問題を解決するため
の計画策定後に戦略を検討し、そこから経営理念を明
確にする「計画→戦略→理念」型による経営理念形成
のプロセスモデルの有効性について説明した。また、
このプロセスによって、再生型リーダーシップが開発
されるメカニズムについて解説した。
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